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札幌市に於けるドブネズミ‘の調査

牧野性二郎・重察永善・小林晴治郎
〈北海道帯大・理患部〉 〈京城帯犬・密接部〉

鼠科（Muridae）に属する動物の人類に劃する被害は直接的に或は間接的に賓に筆舌に

絶するものがるる。鼠亜科（Murinae）の中ではドプネズミ RatれlS伺orvegicus(BERKEN-

HOUT）は汎世界的の種類であって，多〈λ家に棲息し，家鼠としては最も多数を占め従
って人類に童守する害悪も最も大きい。吾々が札幌市に於て昭和 17年の 1ヶ年聞を遁ヒ

て採集せるものの 97.03%が本種であった。大友（1929）の調査によれぽ東京市に於ては

家鼠の 87.68%，根岸（1934）によれぽ神戸市にては 78.2~%，長花（1937 ・ 1938）によれ

ば京城にては 94%，釜山にては 93%，思千面及新義州に於ては 100%がドプネズミであ

った。との数字より見ても本種が如何に人類に近〈接燭してゐるかが伺はれ，とれが防疫．

皐上人類に及ぼす影響は観遁し難い。

との意味に於て本種を軒照とした防疫拳的研究は少〈たい。或は本種の分布及び調査

を主眼とせる統計的調査（波江 1909，佐藤 1918，大友 1929，山田 1930，占部 1934,

根岸 1934，長花 1937,1938，犬飼1939，’42，’43），或は寄生轟及び病原菌に閲する調査

（倉内 1930，太岡原・市原1931，湾海1932，山本・佐藤・佐藤 1933，岡部 1935，中村・小

橋 1935）等の諸研究を奉げるととが出来る。しかし本種の蕃殖に閲しては大友（1931)

の調査がるるが，その他未だ余り深〈鯛れられてゐたいのは意外で、あり，且甚だ遺憾で、あ

る。強防及防除の立場から考へるとき，とれが劃策はただその撲誠に語うるのみでるる。と

れが賓行には先づその動物の生態，特に蕃殖の獄態を明かにする必要があると思はれ’~o
苔々は蕃殖に関する基礎的事項？とる卵巣の周期的費佑及び卵子の成熟・受精等の研究よ

りとの問題を追究して行とうと考へ，札幌市内に於て昭和 17年 4月より 18年 3月に

至る 1ヶ隼を遁じて採集した材料を以て，先づ卵巣内に於る卵子の成熟朕態を願徴鏡的

陀観察した。本篇は札幌市に於るドプネズミの 1ヶ年聞を遁じて見ちれる教的消長及び

卵巣の周期的費化等について記越する。採集に要した費用は日本拳術振興舎よりの補助

金を使用し？と。記して謝意を表す。

蕃殖に闘する事項について数々の御助言を賜った北大農事都犬飼哲夫教授に深〈感謝

す。

材料及び方法

Fプネズミは鼠科（Muridae）の員亜科（Murinae）に属するもので，材料は北海道札

鶴市附近一帯に於て昭和 17 年 4 月より 18~3 月の 1 ヶ年を通じて採集した。札幌市

を大韓東西南北の 4匿に分け，家庭に依頼して殆んE凡て家屋内の採集を行ったもので
ある。言ふまでもた〈本種は世界共遁の種類であって，人類白在る所本種の槙怠せざるは

aい。

札幌博物事舎報s第十七巻，第三・四肢，昭和十A年
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本来の目的がネズミに寄生するノミ及びその他の寄生晶を調査するにあったので，採

集tては金網製のトラップを用ひ凡て生捕りにした。採集後直ちに賞験室にてク｝ロロホJレ

ムを以て麻酔し，卵巣ととれに績く輪卵管とを取出し固定した。固定液としては Allen-

Bou血液を専用し，切片作製は普通のバラフィン法により 12,uの厚さで切り， Delafield

のヘマトキシリン及び Heidenhainの鍛ヘマトキシリンを以て染色した。

観察

(1) 卵子の成熟及び受精に開ずる細胞拳的観察

卵巣組織の季節的費化を記述するに先立ち，卵子の成熟過程を簡単に述べる必要があ

る。

若い卵子は小形のi慮胞内に存在L，卵巣の深部に位置する泊、成長するに従ひ第 1-2闘

の如く，所謂グラーフ氏漉胞（Graafian follicle）を形成し，卵巣の周謹部に移動して来り，

．卵巣の表面から肉眼でさへ存在を認めるととが出来るやうにたる。との時期に達したグ

ラーフ氏措胞内の卵細胞の大きさは大凡 0.0383×0.0305mm  （固定材料）の直径を有する。

グラ｛フ氏措胞内の成熟卵子は排卵に先立って第 I成熟会裂を行ふ（第3圃）。第I成

熟介裂に見られた染色韓敷は 21で，第I精母細胞のそれに全く等し＼／、l）。との第I成熟

分裂が完了すると娘染色瞳の 1群は少量の細胞質と共に第 I極瞳とたって放出される

（第 4圃）。とれに引積き卵子は直ちに第 II成熟分裂の中期に入るので，との中聞に休

止朕態の時期はたい（第 5圃1）。第 II成熟分裂の中期核板に於ても明瞭に 21個の染色

睡が見られた。との扶態官、排卵が行はれる。排卵に先立って卵子は周閣の細胞から股離

Iシた欣態とたり（第 5圃），還には全く裸出したやうにたって Liquorfolliculiの中に浮

世ましてゐる（第 6園）。とれより描胞の瞳腔に接する一部が破れ，卵子は輪卵管に落ちる

ものι思はれる。
受精は轍卵管上部にて行はれるととは疑たく，第 7固に見らるる遁り職卵管の中に多

数の精子が認められた。ととに於て精子は排卵された卵子に逢ひ，受精が行はれるのであ

らう。第 8園は職卵管内に見出された受精後の卵子である。

(2) 1ヶ年聞に於ける卵巣内成熟卵子の戴的泊長

蕃殖に闘する基礎調査を行ふベくその第一歩として， 1ヶ年聞を遇じて得たる材料を以

て，それらの各個睡に於て卵巣内に見出される成熟ぜる卵子の中，特に成熟分裂を行ひ

っ Lある卵子の敷喜子顕微鏡によってしらべて，との結果から本種の蕃殖の季節的建佑を

知らんとした。第 1圃表は季節による蕃殖欣態を説明せんが震に作った園表でるる。と

れによって見ると本種は Mier叶inaeのエゾヤチネズミ（木下 1928）やハグネズミ（渡遅

1937）と異り年中四季を遁じて蕃殖を行ひ， Eの時期に於ても卵巣内には正常主主成熟分
裂を行ひっつるる卵子が相官多数観られた。 1ヶ年を遁ヒて見るとき，大友（1931，東京

にて）は 4月が最高の妊字率を示すと云ってゐる。本研究に於ては1月及2月に於て卵

巣内の成熟分裂を行ひつつある卵子は最大教を示しである。一ェゾヤチネズミに於ては蕃

1）卵母細胞の染色慢については牧野・重索く1倒的参照．
、

、
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殖欣況は季節によって饗佑を示し，多期に

は卵巣は甚だ萎縮してゐる（重審 1943）。

然るに本種に於ては季節的に多少の嬰佑は

見られるが，しかしむ 2月の如き多期に

於て卵巣内に成熟分裂をなしつつある卵子

が最大教を示してゐるととは前記エゾヤチ

ネズミやハグネズミの場合と金々趣を具に

してゐる特記すべき賄でるる。事責，童文は

少いが吾k は1月の候に於て妊娠中の雌鼠 l

を採集してゐるのでるる（第 6表参照）。

とのやうに 1月及 2月の如き厳寒の候に

於て卵巣内に成熟せる卵子が多数に見られ

るといふととは，取りも直さずとの時期に

於ても生殖を行ひっ Lあるととを示すもの

ではたいかと考へられる。

(3) 捕獲戴

昭和 17年 4月－18年 3月の 1ヶ年

聞を遁じて札幌市に於て採集したドプネズ
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採集月

第 1圃表横輸は採集月を示し，縦輸は卵巣

内に見出された成熟分裂を行ひヨふるる卵子の

主主を表ナ。卵子の数は各月 6 頭分の卵巣内~於
る卒均値なP。

ミ （Rαttusno仰 egicus）の敷を月別にし

て表示したものを第2圃表に掲げる。と

れを通覧すると大韓に於て年中を遁じて

相営の敷が採集されてゐるが，就中島7,

8の 3ヶ月が敷的に最大値を示し，そ

の中で、も 7月が最大とたってゐる。大友

(1931）の東京市に於ける調査の結果で

は4-5月が最大教を示してゐるが，とれ

は恐らく東京札幌に於る気候的差遣に基

くものであらう。採集記録に明記された

ものは第，1-2表の如く組敷 327頭に及

んでゐる。との他に 9頭のクマネズミ

( Rattus rattus) 1 ＞及び 1頭のハツカネ

ズミ （Mus仰ioloss仰us)2＞ があるからと

れらを比率で表はして見るとドプネズミ

は賓に 97.03%に及んでゐる（第2表）。

2）本種c6採集個健が僅少なるは使用したトラップ・の網目の大きによるととは明らかで，備強数の少
いた上るのではない．

，， 
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採集月日 性

-1942ー

25-V ♀ 

，， 平

，， 0 
，， 中

，， ♀ 

26』V ♀ 

，， ♀ 

，， ♀ 

28-V 0 
，， ♀ 

，，， 
♀ 

，， 0 

＂’ 中

30・v 甲

1-VI 平

，， ♀ 

，， 
♀ 

，， 
♀ 

2-VI 平

，， 
平

3-VI 0 

5-VI ♀ 

，， 0 

6-VI ♀ 

8-VI 早

，， 0 
，， 平

9-VI 平

，， (') 

10--VI 平

，， 0 
，， ♀ 

11-VI ♀ 

13-VI ♀ 

，， 0 

17『VI 0 
，， 早

，， 0 

／ 

札 幌博物拳曾報

第 1署長採集個慢の測定（B：仰向egic'US)

(V/19.4各一IV/1943)

僅長（cm) 尾長（cm) 採集月日 性

15 13 18-VI ♀ 

9 10 ，， 平

16 15 ，， 0 

17 14 19-VI 0 

17 15 20--VI 0 

17 16 21-VI 0 

13 14 22-VI 平

16.5 14 23-VI 0 

21 19 24-VI 0 

16 14 ，， ♀ 

15.5 14 25-VI 平

13 12 ，， 平

21 17 ，， 0 

14 12 ，， 平

18 14 29-VI ♀ 

19 13 ，， 

19 14 2-VII 

20 16 ，， 0 

12 13 ，， 0 

19 15 ，， 0 

12 11 3』VII ♀ 

17 15 ，， 中

20 15 ，， ♀ 

19 15 4-VII (') 

10 8 ，， ♀ 

10 8 5-VII 0 

11 9 ，， 0 

10 11 6-VII 0 

12 11 ，， ♀ 

17 7 ，， 0 

14 14 7-VII 0 

15 14 ，， ♀ 

11 13 ，， 
0 

19 16 ー ♀ 

22 17 ，， ’ 中

15 14、 8-VII 平

13 10 ，， cs 
12 12 ，， ♀ 

橿長（cm) 尾長（cm)

11 10 

9 9 

9 自

17 16 

11 11 

10 10 

21 16 

17 15 

20 15 

14 13 

12 11 

20 16 

13 12 

17 15 

20 15 

i6 15 

22 20 

19 19 

11 12 

12 12 

13 12 

20 17 

13 12 

18 16 

13 16 

20 16.5 

14 12 

10 10 

11 8.5 

15 13 

20 17 

18 14 

14 13 

17 13 

13 13 

14 1生

21 17 

21 IS 
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に爺 1表慎3

採集刃日 性 値長（em) 尾長（em) 採集JHI 性 値長（em) 尾長（，m)

8-VII 0 12 10 24-VII 0 15 15 

9-VII 0 17 15 29-VII 0 14 13 
，， ♀ 17 14 30-VII ♀ 17 17 
，， 0 18 16 ，， ♀ 15 15・
11-VII 0 13 13 31-VII 0 ’15 15 
，， 中 17 16 7-VIII 0 17 17 

，， 中 20 16 ，， 中 13 13 

，， 平 16 13 ，， 中 14 

，， 中 22 17 ，， 0 15 14 

'rn-vn 0 20 18 8』 VIII 平 7.5 5.5 

，， 
♀ 15 12 ，， 

♀ 7.5 5.5 

，， ♀ 20 l~ ，． 早 7.5 5.5 
，， ♀ 18 15 ，， ♀ 7.5 5.5 

14・』 VII 早 20 16 ，， ♀ 7.5 5.5 

，， 色 20 17.5 ，， 甲 7.5 D.u 

15-VII ♀ 19.5 16 ，， 0 7.5 5.5 

16-VII 早 20 16 10-VIII 色 17 16 

17-VII 0 15 13.5 ，， ♀ 13 14 
，， 0 21 17 ，， ♀ 20 16 

18-VII ♀ 16‘ 16 ，， 1, 22 18 

，， 古 20 17 11』VIII 白~ 18 16 
，， 0 20 16 ，， 中 18 16 
，， ♀ 20 16 ，， 0 18 16 

19-VII ♀ 12 14 ，， 
中 17 17 

，， 0 16 13 ，， ♀ 16 13 

，， ♀ 16 13 12-VIII 0 18 16 

20-VII 0 18 14 ，， 0 16 16 

，， ♀ 15 13 13-VIII 0 18 16 

，， ． ♀ 15 13 ，． ♀ 11 9 
，， 色 10 11. ，， a 16 12 

，， ♀ 17 14 ，， ♀ 15 12 

21-VII 色 13 10 ，， ♀ 16 15 

，， 平 13 11 ・ 14-VIII 中 11 13 

，， 0 20 16 ，， ♀ 17 14 

． ，， 0 13 13 ，， ♀ 11 9 

22-VII a 17 14 ，， 0 16 15 

，， ♀ 17 17 18-VIII 0 13 11 

23・VII a 20 17 19-Vill ♀ 13 10 

，， ♀ 19 16 ，， 色 17 16 

，， 0 14 ． 15 ，， ♀ 11 11 
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〈第 1表穣〉
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C第 1表績〉

採集月日 性 艦長（cm) 尾長（cm) 採集月日 性 値長（cm)

30-X ♀ 17 15 14-XII 平 18 

2-XI 0 19 17 ，， 19 

，， ♀ 17 18 15－玄耳 色 23 

，， ♀ 17 18 16』XII 0 13 

，， 色 18 14 17-XII 色 18 

，， ♀ 15 14 19-XII 色 20 

6-XI 色 17 13.5 21-XII 中 19 

，， 色 18 14 22-XII 0 20 

，， 0 15 13.5 23-XII ♀ 20 

7-XI ♀ 18 15 ，， 0 22 

，， 中 12 12.5 25』・XII 0 20 

8-XI 平 16.2 15 -1943ー

9-XI 0 11 11 13-I 0 17 

10-XI ♀ 10.5 10.5 15-I 平 20 

14』 XI ♀ 11 11 18-I 0 19 

18』XI ♀ 19 15 20-I 早 16.5 

，， ♀ 15 12.5 26-I 0 17 

20-XI 色 17 16 29~I 中 19 

．， ，♀ 20 17 2-II ♀ 18 

24-XI 平 14 14 3-II 0 21 

，， 、 0 16 14 5』 II 0 17 

26-XI 0 13 13 7』 II ♀ 18 

27-XI 色 18 13 17-II 早 16 

28-XI ♀ 17 16 18-II 色 20 

2-XII 色 25 20 22-II ♀ 20 

4-XJI 0 23 17 24-II ♀ 19 

，， 色 18 15 25-II ， 平 19 

，， ♀ 23 16 27-II 宇 17 

，， 0 20 19 25-III ♀ 20 

5-XII 0 21 16 13-IV !;! 19 

7-XII ♀ 23 17 20-IV 0 22 

，， 0 22 17 23』 IV 0 20 

，， ♀ 14 13 24・』 IV 中 12 

11-XII 0 18 17 ，， 0 12.5 

，， 0 17 13 30-IV 0 23 

12-XII ♀ 14 -14 5-V 平 18 

，， 中 19 15 2-V 0 10 

，， ♀ 18 17 5-V ♀ 16 

，， 0 18 14 8』 V 古 15 

14-XII ♀ 15 18 12-V J中 20 
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（第 1表横｝

採集j司日 性 世長（em) 尾長（em)

12-V ♀ 16 12 

23-V 甲 21.5 18 

25-V 中 19.5 17 
，， 平 18 15.5 
，， 0 11.5 10 
，， 色 11.5 10 

(4) 性比

択に性上とを見ると維の個煙敷は 144，雌は

183でとの比率はか♀デ100:127となり，雌

の童生が僅かに推より多い（第 3表）。大友

(1931）によれば東京市の材料では 059.04% 

Q 40.95%とたってゐる。

(5) 測定

次に採集された佃曜の測定を第1表に掲げ

るO クロロホノレムで、麻酔した動物を出来るだ

け自然の欣態に近い瞳i位に於て横たへて，頭

胴の長さと尾長とを測定した。賓はとの測定

採集局民 性 種長（em) 尾長（cm)

25-V .. o 11.5 10 
，， 0 11.5 10 

，， ♀ 11.5 10 
；‘ 

，， 
" 11.5 10 

28-V ♀ 18.5 18 

29-V ♀ 10 日

’ll 2表札幌市に於る 1ヶ年聞の捕獲量主
' ｛問機数 I100分率（%）

R.叫or世egicus 327 97.030・

R. ratt制 9 2.673 

且l.molossi四世S 1 0.297 

第 3 表採集個鍾の性比 （R. 仰向egicu.~ ）

o I 中 8：早

144 I 183 100: 127 

で瞳長によって年齢を決定する標準を求めたいと思ったのであるが，告余り決定的な結呆は

得られたかった。大韓ドプネズミは瞳長よりも尾長が小たるが特徴であるが，幼時は一般

に尾が長い。多数の個鵠について統計的に調べて見ると，完熟した成韓では罷＝0.85内

外の値を示し，幼瞳では罷＝0.95内外と友つてゐる。そしてとの境界治決轄に於て瞳長

15cm，位の個瞳の謹に来る。 13Dち韓長（頭胴の和） 15 cm以上及びそれ以下の佃睡を第 1

表より先々 214頭， 113頭抜ぎ出して，それらの聞に於ける瞳長：尾長の千均比をとる

と第4表に示す如くである。との事震から仮に鰻長 15cm以上を成韓，それ以下を幼瞳

として沿く。事責吾々は韓長16-17cmで妊娠中の雌を多数捕獲してゐる（第 6表参照）。

戎に瞳長：尾長の比を性別にして見ると第 5表の如く 6の方が幾分大きい。黒田（1940)

の測定で、は，瞳長：尾長は 21.2:18.1 （東京市のもの，♀），岸田（1925）は 18.45: 17.25 

（東京市のもの， 8・Q），徳田（1941）は 18.00: 15.50 （札幌市のもの，~）と報告してゐる。

第 4表 ドプネズミの成慢及び幼慢に於る慢長と尾長との比く.:zi;:均3

｜ 個値教 ｜融（阻）く卒均〉｜尾長（cm）仔均｜眠：尾長く卒均）

成健 l 214 I 間一｜ ω ｜耽85
幼錘｜ 113 I 11.66 I . 1i.05 I 耽出
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大慢に於て本研究の結呆と同様で・ M5• rプネズ宰の雌雄 t成費量】 tc於る

ある。叉本研究に於て採集せる範 艦長及び尾長の比〈卒均〉

圏内に於ては奈（1937）の報告し I ~艦長（個）｜尾長（cm) I艦長：局長
たゃうた尾の睡長より長い費種

色
(Ratt附仰向egicus lo伺gicaudus (99頭卒均） 18.33 15.78 100: 86 

♀ 

(115頭卒均）
17.81 

MORI) l'C適合するやうた個慢は 1

頭も認めるととは出来たかった。

ーたに瞳長15cm以下の幼瞳と考

へられる個慢の捕獲敷を 1ヶ年を遁じて月別に調べて見た。各月に於て得られた 15cm

以下の個韓敷を其の月の捕獲組敷で除した数値を以て各月に於る比較をして見ると，大韓

15.24 100: 86 

に於て 4-5 月， 8 月， 10~11 月といふ月

に曲棋の山治£存在するやうであるo犬偶

数授はドブネズミには犬瞳年 4同の蕃

殖期があるらしいと議想されてゐるが，－

i 今岡の調査の結呆はその議想に時一致し

てゐるやうに思はれる。

(6) 胎児敷

1頭の雌が持つ胎児の教を 24頭の妊

娠せる雌についてしらべて見た。その結

某は第 6表に示せる如く最小 4頭，最

大頭 12で，平均 9.17頭である。大友

{1931）の東京市の材料に於る調査は最

小；1頭，最大 18頭で千均 8.2頭とな

ってゐる。大韓相似た数値である。

採集月日

第 6衷 ドプネズ君に於る胎鬼数及び母健の慢長

1-VI-1942 

1-VI 

1-VI 

5-VI 

10-VJ 

22-VI 

25-VI 

25-VI 

7-VII 

9-VII 

11-VII 

11-:VII 

13』VII

18-VII 

18-VII 

11-VIII 

14-VID 

22-VIII 

25-IX 

28』IX

←:XII 
15』 I-1943

25-V 

1-VI 

母値の艦長
(cm) 胎児童主
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…一
一

摘 要

1. 札幌市に於て採集されたドプネズ

I ミ （Rattus仰向egicus仰向egicus(BER-

KENHOUT）を材料として 1ヶ年を遁じ

て見られる撤的消長及び卵巣内卵子成熟

の季節的費佑を調査した。

2. 成熟せる卵子の第 I成熟分裂はグ

ヲーフ氏諸胞内で排卵に先立って行は

れ，第 1極睡が形成される。との分裂が

能ると直ちに卵子は第 II成熟分裂の中

期に入り，との欺態で排卵される。第 I

及第 II卵母細胞の染色韓教は共に 21
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でるる。成熟の扶態はエゾヤチネズミ（Clethrionomys ruf oc側 usbedf ordiae；重翠 1943)

及びハツカネズミ （Mus例制citlus;MAKINO 1941）の場合と大韓一致してゐる。 I

3. 1ヶ年聞を遁じて本種の蕃殖を卵巣の細胞組繊拳的観察より見るに，季節的に多少

の費化は存在するが， 1年中を遁じて蕃殖を行ひ， 1,2月の候に於て成熟分裂をたしつつ

ある卵子の敷は最大であった0

4. 1ヶ年聞を遁じて捕獲せる個韓教はドプネズミ、（Rattus仰向egicus)327頭，クマ

オ三ズミ （R.rattus) 9頭及ハツカネズミ （Mus冊olossinus)1頭である。ドプネズミは会

瞳として 97%以上を占めてゐる。その内雄 144頭，雌 183頭であった。性比は雄 100：＇雌

127の割合である。 1ヶ年の各月に於る捕獲個瞳敷時 6月及 7月の候に最大とたってゐ

る。

5. 各イ回韓の測定Iは第 1表に示す。成瞳に於ては瞳長：尾長＝＝100:85，幼韓に於ては
韓長：尾長＝＝100:95と友る。

6. 1雌の持つ胎児敷は最小 4頭，最大 12頭で，千均 9.17頭と友つてゐる。
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Resume 

Some oecological observations of the Norway rat, 

Rαttus norvegicus (BERKENHOUT) in Sapporo 

By 

SAJIRO MAKINO, EIZEN SIGEMORO and HARUJIRO KOBAYASHI 

A rat survey was carried out with the material collected in Sapporo during a year 

ranging from April of 1942 to March of 1943. The number of specimens collected 

in this survey was 337 in total, in which Rat加snorvegicus was 327 (97~も）, Rattus rattus 
was 9 and Mus moloss初uswas 1. Among 327 individuals of R.仰向egicuscollected 

the numbers of males and females were 144 and 183 respectively. The sexes exist 
therefore in the ratio of° 100 males to 127 females, showing a slight excess唱ffemale 
individuals. 

The result of collection showed that the number of R.飽orvegicusobtained was 
m乱ximumin June and July through a year. 

The seasonal change of th~ ovary through one year was cytologically investigated 

in the female individuals collected, and the number of mature ova undergoing the 

maturation division was observed. The r巴sultof this observation indi巴乱testhat the 

maximum number of mature ov乱 inovaries was . found in the specimens secured in 

January and Febr可mry.

The measurement of bodily and tail length was made on 327 specimens of R.l 
nor仰 gicusas shown in Table 1. The resul七showedthatぺnadult specimens the ratio 
of length between body and tail was found to be 18.05: 15.49 in average, and in ydung 

individuals it was 11.'66: 11.05 in average. It is evident that the tail is usually shorter 

than head and body in this form. 
The number of young per litter examined in 24 pregnant females ranges from 

4 to 12, giving the average number to be 9.17 .. 

、
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第 1周．卵巣の 1部． 各種のグラーア氏海胞を示す． x 100. 
策 2岡．成熟せるグラー 7氏漉胞． x 100. 

策 3園． グラーフ兵溶胞内の卵子の第 I成熟分裂像． x400. 

集 4岡．策 I成熟分裂が終って第 I極慢を出した卵子.x400. 

策 5聞．排卵前のグラーフ鳥海施．卵子は集 II成熟分裂中期にある． xlOO. 

策 6圃．排卵直前のグラーフ氏鴻胞．矢印は卵子． x 100. 

集 7圃． 輸卵管上部花見出きれた精子の軍事． x400. 

策 8圃． 戦卵管中に見出された受精卵． x 4-00. 

＼ 


